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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

東
海
道
二
峠
六
宿

第
２
回

は
じ
め
に

　

平
成
25
年
６
月
「
三
保
松
原
」
が
世
界

文
化
遺
産
「
富
士
山
」
の
構
成
資
産
に
登

録
さ
れ
た
。
こ
れ
は
市
、
地
元
自
治
会
、

商
工
会
議
所
、
観
光
関
係
者
な
ど
が
共

同
で
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
を
実
施

す
る
な
ど
、
官
民
協
力
し
て
熱
い
想
い

を
発
信
し
続
け
、
さ
ら
に
日
本
政
府
団

も
現
地
に
お
い
て
委
員
各
国
に
粘
り
強

く
説
明
す
る
な
ど
、
懸
命
の
努
力
を
重

ね
た
結
果
で
あ
る
。
関
係
者
の
皆
さ
ま

に
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
お
か

げ
さ
ま
で
「
三
保
松
原
」
に
は
例
年
に
比

べ
約
３
倍
も
の
人
が
訪
れ
、
に
ぎ
わ
い

を
み
せ
て
い
る
。
静
岡
市
で
は
こ
の
「
三

保
松
原
」
の
保
全
と
来
訪
者
へ
の
お
も
て

な
し
を
す
べ
く
、
観
光
客
受
入
れ
の
た

め
の
環
境
整
備
や
松
原
の
適
性
管
理
と

健
全
な
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

東
海
道
二
峠
六
宿
と
徳
川
家
康 

公
顕
彰
４
０
０
年
記
念
事
業

　

本
市
に
は
、
恵
ま
れ
た
気
候
や
自
然

と
、
世
界
に
誇
れ
る
歴
史

文
化
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

魅
力
を
も
っ
た
地
域
資
源

が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
磨
き
、

多
く
の
人
に
訪
れ
て
い
た

だ
け
る
「
ま
ち
」
を
目
指
し

て
い
る
。
そ
の
１
つ
と
し

て
本
市
に
は
家
康
公
の
居

城
で
あ
る「
駿
府
城
跡
」が
あ
る
。
平
成
27

年
は
、
徳
川
家
康
公
没
後
４
０
０
年
に
あ

た
り
、
家
康
公
が
今
川
氏
の
人
質
時
代

と
大
御
所
時
代
を
過
ご
し
た
本
市
は
、
生

誕
地
で
あ
る
岡
崎
市
、
青
年
期
を
過
ご
し

た
浜
松
市
と
と
も
に
、
経
済
界
と
連
携

し
て
「
徳
川
家
康
公
顕
彰
４
０
０
年
記
念

事
業
」に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

家
康
公
の
江
戸
入
府
は
、
天
正
18
年

（
１
５
９
０
年
）
８
月
。
慶
長
５
年

（
１
６
０
０
年
）、
関
が
原
合
戦
に
勝
利

し
た
家
康
公
が
全
国
統
一
政
策
と
し
て

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
が
駅
伝
制
と
街

道
の
整
備
で
あ
る
。
慶
長
６
年
、
東
海

道
の
宿
に
「
伝
馬
定
書
」
と
「
伝
馬
朱
印

状
」
を
下
付
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点

で「
東
海
道
五
十
三
次
」が
す
べ
て
そ
ろ
っ

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
庄
野
宿
が
寛

永
元
年（
１
６
２
４
年
）に
設
置
さ
れ「
東

海
道
五
十
三
次
」が
す
べ
て
そ
ろ
っ
た
。

　

本
市
は
、
平
成
15
年
に
旧
静
岡
市
と

旧
清
水
市
が
、
さ
ら
に
平
成
18
年
に
旧

蒲
原
町
、
平
成
20
年
に
旧
由
比
町
と
合

併
し
た
結
果
、「
東
海
道
五
十
三
次
」の
う

ち
蒲
原
宿
、
由
比
宿
、
興
津
宿
、
江
尻
宿
、

府
中
宿
、
丸
子
宿
の
６
宿
を
抱
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
間
に
は
美
し
い

富
士
の
眺
望
で
有
名
な
薩さ

っ
た埵
峠
と
難
所

と
言
わ
れ
た
宇
津
ノ
谷
峠
が
あ
る
。

　

蒲
原
宿
は
、
歌
川
広
重
の
「
東
海
道
五

拾
三
次
之
内
」
の
中
で
最
高
傑
作
と
言
わ

れ
る「
蒲
原［
夜
之
雪
］」に
描
か
れ
た
。
由

比
宿
の
本
陣
跡
に
は
「
市
立
東
海
道
広
重

美
術
館
」が
あ
り
、
広
重
の「
東
海
道
五
拾

三
次
」（
保
永
堂
版
）や
世
界
で
数
点
し
か

な
い
と
言
わ
れ
る
「
中
津
川
」（
通
称
雨
の

中
津
川
）
を
含
む
「
木
曽
海
道
六
拾
九
次

之
内
」
な
ど
を
収
蔵
し
て
い
る
。
興
津
宿

に
は
、
朝
鮮
通
信
使
が
立
ち
寄
っ
た
臨
済

宗
の
名
刹
清
見
寺
が
あ
る
。
江
尻
宿
は
、

巴
川
の
尻（
下
流
）を
示
し
、
巴
川
が
作
る

砂
州
上
に
で
き
た
宿
で
あ
る
。
巴
川
河
口

を
利
用
し
た
清
水
港
に
は
、
駿
府
城
奉

行
支
配
の
お
蔵
が
18
棟
も
あ
り
、
江
戸
へ

物
資
を
運
ぶ
重
要
な
港
と
し
て
活
気
に

満
ち
て
い
た
。
府
中
宿
は
、
家
康
公
大
御

所
時
代
、
人
口
12
万
人
の
大
都
市
で
あ
っ

た
。
久
能
山
東
照
宮（
国
宝
）な
ど
、
家
康

公
に
縁
の
史
跡
は
数
多
い
。
ま
た
、
江
戸

時
代
の
大
衆
旅
行
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役

と
な
っ
た「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」の
作
者
十

返
舎
一
九
は
、
府
中（
静
岡
市
葵
区
）の
下

級
武
士
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
丸
子
宿

は
、
東
海
道
の
中
で
最
も
小
さ
な
宿
だ

が
、
名
物
の「
と
ろ
ろ
汁
」が
有
名
。

　

由
比
宿
と
興
津
宿
の
間
に
あ
る
薩
埵

峠
は
、
朝
鮮
通
信
使
を
通
す
た
め
山
腹

を
切
り
開
い
て
新
た
に
作
っ
た
道
で
、
今

で
も
浮
世
絵

の
名
場
面
を

彷
彿
さ
せ
る

人
気
ス
ポ
ッ

ト
。
ま
た
、
丸

子
宿
と
岡
部

宿
の
間
に
あ

る
宇
津
ノ
谷

峠
は
、「
伊
勢

物
語
」に
登
場

し
、「
蔦つ

た

の
細

道
」と
し
て
多

く
の
歌
に
詠
ま
れ
た
峠
で
あ
り
、
平
安
時

代
の
道
か
ら
江
戸
時
代
の
街
道
、
さ
ら
に

日
本
初
の
有
料
ト
ン
ネ
ル
「
明
治
ト
ン
ネ

ル
」、
大
正
、
昭
和
、
平
成
の
各
時
代
に

建
設
さ
れ
た
ト
ン
ネ
ル
が
狭
い
峠
に
集
中

し
て
お
り
、
交
通
史
、
土
木
技
術
史
の
博

物
館
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

官
民
連
携
で
東
海
道
二
峠
六
宿 

の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化

　

平
成
20
年
に
「
二
峠
六
宿
」
を
地
域
ブ

ラ
ン
ド
化
す
る
動
き
が
起
こ
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
商
工
会

議
所
、
旅
行
会
社
、
国
、
市
な
ど
が
加

わ
り「
東
海
道
静
岡
二
峠
六
宿
街
道
街
観

光
協
議
会
」が
立
ち
上
が
り
、
平
成
21
年

に
は
、
東
海
道「
駿
河
二
峠
六
宿
風
景
街

道
」に
登
録
し
た
。

　

活
動
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
官
民
関
係
者
の

つ
な
ぎ
役
に
な
り
、
旧
東
海
道
の
サ
イ

ン
整
備
や
市
民
が
出
来
る
範
囲
の
道
普

請
（
プ
チ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）
を
進
め
、
本

市
は
こ
れ
に
支
援
す
る
と
い
う
官
民
連

携
で
実
施
し
て
い
る
。
江
尻
宿
か
ら
府

中
宿
へ
到
る
旧
東
海
道
は
、
Ｊ
Ｒ
の
線

路
や
国
道
1
号
で
分
断
、
東
海
道
を
歩

く
人
か
ら
「
分
か
り
に
く
い
」
と
い
う
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
国
の

協
力
を
得
て
国
道
の
歩
道
橋
下
の
空
き

地
を
利
用
し
て
「
府
中
宿
東
見
付
サ
イ
ン

整
備
」
を
行
っ
た
。
ま
た
、
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
る
際
、
府
中
宿
の

Ｐ
Ｒ
を
す
る
た
め
、
自
治
会
が
建
設
会

社
に
旧
東
海
道
府
中
宿
の
説
明
版
設
置

を
依
頼
し
市
の
支
援
と
合
わ
せ
て
「
府
中

宿
歴
史
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」を
整
備
し
た
。

　

古
く
か
ら
人
や
物
が
往
来
す
る
東
海

道
。
今
も
昔
も
そ
の
役
割
り
は
変
わ
ら

な
い
。
東
海
道
に
ま
つ
わ
る
地
域
の
歴
史

や
風
土
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
、
そ
の
魅

力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の

観
光
交
流
に
も
息
づ
い
て
い
く
。
こ
れ
か

ら
富
士
山
が
美
し
く
見
え
る
季
節
。
昔

の
旅
人
は
、
東
海
道
二
峠
六
宿
を
富
士
山

を
見
な
が
ら
旅
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
天

気
の
い
い
日
に
は「
歩
い
て
楽
し
む
」旅
の

ス
タ
イ
ル
で
歴
史
あ
る
街
道
を
散
策
し
、

時
を
旅
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

二
峠
六
宿「
東
海
道
歴
史
街
道
」の 

魅
力
再
発
見
と
発
信

静し
ず
お
か岡

市
長　

田た

な

べ辺
信の

ぶ
ひ
ろ宏

薩埵峠からの富士

府中宿歴史モニュメント

　

東
海
道
の
名
称
の
由
来
は
、
古
代

の
律
令
制
国
家
の
行
政
区
域
に
由
来

す
る
。

　

街
道
と
し
て
の
歴
史
は
、
徳
川
家

康
が
慶
長
６
年（
１
６
０
１
年
）に
定

め
た
宿
駅
制
度
に
は
じ
ま
る
。
江
戸

日
本
橋
か
ら
京
の
三
条
大
橋
ま
で
の

間
の
宿
場
ご
と
に
53
回
の
荷
物
の
継

ぎ
替
え
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、「
東

海
道
五
十
三
次
」と
呼
ば
れ
た
。

　

静
岡
市
に
は
東
海
道
の
宿
場
の
う

ち
、
蒲
原
、
由
比
、
興
津
、
江
尻
、

府
中
、
丸
子
の
６
つ
の
宿
場
が
あ

り
、
さ
ら
に
興
津
宿
か
ら
は
身
延
街

道
が
北
へ
延
び
、
古
く
か
ら
の
交
通

の
要
所
と
し
て
人
や
物
資
の
往
来
で

栄
え
た
。

一
口
メ
モ

東海道

総
延
長
４
９
３
・
７
㎞ 

江
戸
日
本
橋
を
起
点
に

京
都
の
三
条
大
橋
ま
で
を
東
海
道
と
呼
ぶ

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」


